





The “sense of ibashos” in the personal relationships of 
female university students: A focus on subjective well-being
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　This  study  aimed  to  elucidate  the  “sense  of  ibashos”  and  subjective well-being  in  the  personal 
relationships of  female university students. Based on previous studies such as Ishii’s （2009）, a “sense of 











































































































































































































































































能性から， 3 因子を抽出したしたが，第 3 因子の因
子負荷量が少なく，妥当性が得られなかったため，










項　　　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
〈感情的自己必要感因子〉　　　α＝.90
9 ．私がいないと家族がさみしがる .85 .20 .13 .78
11．自分が必要とされていると感じる .74 .33 .41 .83
1 ．私がいないと家族が困る .67 .22 .14 .52
6 ．家族から関心をもたれている .65 .39 .16 .60
8 ．自分が役に立っていると感じる .62 .18 .47 .64
13．自分に役割がある .50 .21 .44 .49
〈自己表出因子〉　　　α＝.90
2 ．いつも自分らしくいられる .30 .80 .27 .81
5 ．ありのままの自分が出せる .37 .76 .30 .80
4 ．自分のしたいことをすることができる .20 .70 .35 .65
〈自己維持因子〉　　　α＝.85
12．いつもゆるがない「自分」をもっている .30 .32 .76 .77
10．いつも自分を見失わないでいられる .43 .41 .57 .68
〈残余項目〉
3 ．自分の存在が認められていると感じる .57 .55 .26 .69
7 ．これが自分だ，と実感できるものがある .51 .37 .46 .61
14．他人と自分を比べて落ち込むことが多い＊ -.03 -.08 .23 .06
自乗和 3.9 2.85 2.16 8.91
寄与率（％）  55.88 8.57 7.31 71.76
*は逆転項目
Table. 2 　同性の友人関係における居場所感の因子分析結果
項　　　目 Ⅰ Ⅱ 共通性
［実際的自己必要感因子］　　　α＝.89
3 ．私がいないと友人が困る .81 .17 .69
10．自分が必要とされていると感じる .80 .32 .73
5 ．私がいないと友人がさみしがる .72 .18 .55
12．自分が役に立っていると感じる .68 .33 .57
9 ．自分に役割がある .65 .39 .58
［無理のない自分因子］　　　α＝.91
13．いつも自分らしくいられる .50 .74 .80
14．いつも自分を見失わないでいられる .38 .73 .68
8 ．いつもゆるがない「自分」をもっている .27 .72 .59
6 ．ありのままの自分が出せる .44 .67 .64
11．自分のしたいことをすることができる .37 .66 .57
1 ．これが自分だ，と実感できるものがある .40 .65 .58
［残余項目］
4 ．自分の存在が認められていると感じる .60 .57 .68
2 ．友人から関心をもたれている .56 .47 .69
7 ．他人と自分を比べて落ち込むことが多い＊ .00 .13 .02
自乗和 4.33 3.89 8.22
寄与率（％）  55.13 8.89 64.02
*は逆転項目
Table. 3 　異性の友人関係における居場所感の因子分析結果
項　　　目 Ⅰ Ⅱ 共通性
{自己確認因子}　　　α＝.90
10．いつも自分らしくいられる .82 .24 .73
11．これが自分だ，と実感できるものがある .79 .21 .66
14．自分のしたいことをすることができる .78 .15 .63
6 ．いつも自分を見失わないでいられる .77 .25 .65
3 ．ありのままの自分が出せる .71 .41 .66
13．いつもゆるがない「自分」をもっている .68 .23 .52
{有用実感因子}　　　α＝.85
4 ．私がいないと友人が困る .16 .91 .85
7 ．私がいないと友人がさみしがる .23 .85 .77
5 ．自分が必要とされていると感じる .26 .77 .66
9 ．友人から関心をもたれている .46 .64 .63
｛残余項目｝
2 ．自分が役に立っていると感じる .18 .61 .60
8 ．自分の存在が認められていると感じる .53 .58 .24
12． 自分に役割がある .40 .50 .42
1 ．他人と自分を比べて落ち込むことが多い＊ -.03 -.04 -.23
自乗和 3.81 2.95 6.76
寄与率（％） 57.14 16.49 73.63
*は逆転項目
Table. 4 　恋人関係における居場所感の因子分析結果
項　　　目 Ⅰ Ⅱ 共通性
《好意関心因子》　　　α＝.93
9 ．恋人から関心をもたれている .84 .26 .77
13．自分が必要とされていると感じる .84 .34 .82
2 ．私がいないと恋人がさみしがる .76 .34 .69
1 ．自分が役に立っていると感じる .74 .38 .69
7 ．私がいないと恋人が困る .73 .35 .65
12．自分に役割がある .65 .44 .62
《そのままの自分因子》　　　α＝.82
14．いつもゆるがない「自分」をもっている .28 .86 .82
8 ．いつも自分を見失わないでいられる .30 .78 .70
10．いつも自分らしくいられる .49 .74 .79
11．これが自分だ，と実感できるものがある .47 .73 .74
3 ．自分のしたいことをすることができる .37 .70 .62
4 ．ありのままの自分が出せる .25 .35 .18
5 ．他人と自分を比べて落ち込むことが多い＊ .12 .34 .13
《残余項目》
6 ．自分の存在が認められていると感じる .62 .56 .70
自乗和 4.72 4.21 8.93
寄与率（％） 58.98 9.19 68.17
*は逆転項目
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項　　　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
【幸福実感因子】　　　α＝.82
12．過去と比較して現在の生活は（幸せ） .68 .19 -.02 .50
5 ．ここ数年やってきたことを全体的に見て，あなたはどの程度幸せを感じていますか .64 .29 .06 .50
14．あなたは人生が面白いと思いますか .64 .38 .10 .56
10．非常に強い幸福感を感じるときがありますか .61 .17 .27 .47
11．自分の人生に意味がないと感じていますか＊ .53 .33 .10 .40
9 ．自分がやろうとしたことはやりとげていますか .47 .16 .26 .31
【実現自信因子】　　　α＝.70
3 ．今の調子でやっていけば，これから起きることにも対応できる自信がありますか .17 .85 .24 .81
2 ．これまでどの程度成功したり出世したと感じていますか .36 .52 .20 .43
1 ．将来のことが心配ですか＊ .10 .49 -.08 .25
13． 危機的な状況（人生を狂わせるようなこと）に出会ったとき，自分が勇気を持ってそれ
に立ち向かって解決していけるという自信はありますか
.30 .42 .16 .29
【期待充足因子】　　　α＝.53
6 ．期待通りの生活水準や社会的地位を手に入れたいと思いますか .05 -.01 .69 .47
4 ．ものごとが思ったように進まない場合でも，その状況に適切に対処できると思いますか .29 .39 .51 .49
【残余項目】
8 ．自分の人生は退屈だとか面白くないと感じていますか＊ .52 .48 -.11 .51
7 ．自分が地球に住むものということに喜びを感じることがありますか .39 .02 .08 .16
自乗和 2.92 2.21 1.04 6.17
















主観的幸福感 1 　幸福実感 .31* .32* .43** .39** .41** .61** .43** .19 .11
2 　実現自信 .23 .31* .41** .53** .58** .29* .26 .18 .28　　












1 　幸福実感 .49** .29* .40** .38** .57** .44** .16
2 　実現自信 .28 .11 .28 .23 .29* .12 .04














1 　幸福実感 .40 .39 .38 .46* .39 .40 .39
2 　実現自信 .28 .06 .19 .06 .18 .28 .06











1 　幸福実感 .40** .44** .45** .35* .47**
2 　実現自信 .14 .21 .36* .27 .28*
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